
くまとりの財政

～令和３年度決算～

総合政策部 財政課
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「財政」とは、わかりやすく言うと「お金のやりくり（収支）」のことです。
各家庭では、お給料をどのようにやりくりするかを考えていると思いますが、町でも皆さまに納めていただく税金などをどう使っていくか、必要性
や優先順位を考えながらやりくりをしています。

行政では、この「お金のやりくり（収支）」を、原則、年度ごとにおこなっています。

❶「財政」ってなに？

この流れを「財政」っていうんだね。

①予算
１年間の収入と支出を見積もる「お金のやりくり（収支）」の計画です。

１

②執行
予算を執行する。（行政サービスの提供）

③決算
お金がどのくらい集まり、どのように使われたかの結果です。



❷決算の概要

令和３年度の決算は、
歳入（収入）は、182億593万9千円（対前年比 △21億8,546万9千円）
歳出（支出）は、173億2,992万2千円です。（対前年比 △23億1,994万9千円）

形式収支（歳入ー歳出）は8億7,601万7千円となり、翌年度に繰り越す事業（令和３年度中に完了しなかった事業）に使うための財源
2億6,173万8千円を差し引いた「実質収支」が6億1,427万9千円の黒字となっています。

⇒基金繰入なしで財源不足が発生しない黒字決算となりました。

【増加要因】
●地方消費税交付金、地方交付税が増加
●くまとりふるさと応援寄附金が増加
【減少要因】
●個人住民税などが減少
●特別定額給付金などの国庫支出金の減少

「実質収支」ってなに？

その年度の決算で、収支が赤字か黒字かを示す指標です。

実質収支の黒字額は翌年度の歳入として繰り越され、事業の実施や財政調整
基金の積立などにあてられます。

※基金（貯金）については10ページで説明します。

【増加要因】
●人件費（定年退職者の増による退職手当など）が増加
●新型コロナウイルス感染症関連の給付金など扶助費が増加
【減少要因】
●特別定額給付金事業など補助費等が減少
●公債費が減少

●実質収支のイメージ（収支が黒字の場合）

翌年度繰越財源 実質収支

形式収支

歳入総額

歳出総額

2

歳入面 歳出面



町税

41億6,527万1千円

22.9%

繰入金

7,802万3千円

0.4%

諸収入

4億468万1千円

2.2%

使用料及び手数料

1億9,284万7千円

1.1%

分担金及び負担金

1億528万9千円

0.6%

その他収入

7億6,072万3千円

4.2%

国庫支出金

43億7,152万4千円

24.0%

地方交付税

35億8,033万3千円

19.7%

府支出金

13億1,972万2千円

7.2%

町債

12億130万円

6.6%

各種交付金

11億5,368万6千円

6.3%

寄附金

7億8,248万4千円

4.3%

地方譲与税

9,005万6千円

0.5%

❸歳入（収入）は？

令和３年度の歳入総額は182億593万9千円となり、前年度（203億
9,140万8千円）と比べて21億8,546万9千円減少しました。
⇒前年度実施された特別定額給付金等の新型コロナウイルス対策関連の

国庫支出金などが減少したことが主な要因です。

歳入には、町税をはじめ、国や大阪府からの補助金、地方交付税、ふるさと
納税による寄附金などがあります。

町に入るお金は大きく分けて「自主財源」と「依存財源」があり、「自主財源」
が多いほど、自主的で安定性のある行政活動が可能になります。

町の自主財源は全体の約３割程度となっており、自主財源のさらなる確保に
向けた取り組みをすすめる必要があります。 課題

【自主財源・依存財源】
●自主財源：町が自主的に集めることができるお金

●依存財源：国や大阪府からの補助金など、町が自主的に集めることが
できないお金

【地方交付税】
●地方自治体間の税収格差を調整するために、国から配分されるお金

３

自主財源
（残りは依存財源）

182億593万9千円



民生費

75億5,396万5千円

43.6%

総務費

26億4,876万2千円

15.3%

土木費

18億9,700万5千円

10.9%

衛生費

17億5,463万5千円

10.1%

教育費

16億4,450万1千円

9.5%

公債費

8億3,205万2千円

4.8%

消防費

5億6,526万4千円

3.3%

議会費

1億3,047万3千円

0.8% その他

3億326万5千円

1.7%

❹歳出（支出）は？【目的別】

令和３年度の歳出総額は173億2,992万2千円となり、

前年度（196億4,987万1千円）と比べて23億1,994万9千円減少しました。

●「民生費」：高齢者や障がいを持つ方、保育などのために
子どもや高齢者や障がい者などの福祉サービスが全体の4割を占めています。
高齢化による社会保障関連経費の伸びなどにより今後も増えていくことが想定されます。

（子育て世帯臨時特別給付金などにより、前年度と比べて約12億9,100万円増加）

●「総務費」：戸籍関係業務、税務関係、自治振興などのために
前年度実施した特別定額給付金事業の皆減などにより、前年度と比べて
約36億6,300万円減少しました。

●「土木費」：道路や公園などの建設・管理などのために
熊取駅西整備事業などにより約3億2,800万円増加しました。

●「教育費」：学校教育や文化、スポーツ振興などのために
GIGAスクール構想の実現に向けた端末整備や町立小学校トイレ洋式化改修工事の
皆減などにより、約4億6,200万円減少しました。

◎歳出「目的別」とは予算をどんな目的で使ったかということだよ。

●「衛生費」：町民の健康を守ること、ごみの処理などのために
●「公債費」：各施設建設時などに借入れた町債の返済のために
●「消防費」：消防や防災などの災害対策のために
●「議会費」：議会運営などのために
●「その他」：農商工業振興や、災害復旧にかかる工事などのために

４

173億2,992万2千円



扶助費

42億795万6千円

24.3%

人件費

32億7,853万1千円

18.9%

公債費

8億3,205万2千円

4.8%

物件費

27億2,870万2千円

15.7%

投資的経費

20億4,732万8千円

11.8%

補助費等

18億852万1千円

10.4%

繰出金

15億8,939万8千円

9.2%

積立金

6億1,580万9千円

3.6%

維持補修費

1億9,022万5千円

1.1%

投資及び出資金

3,140万円

0.2%

扶助費 児童・高齢者・障がい者などに対しておこなう支援に要する経費

人件費 職員の給与など

公債費 資金調達のために借り入れた町債を返済する経費

⇒これらの経費は義務的経費といって、支出が義務付けられている経費になります。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

物件費 人件費、維持補修費、扶助費、補助費等以外の、地方公共団体

が支出する消費的性質をもつ経費の総称

投資的経費 道路、学校、庁舎など施設の整備、建設など施設等が資産として

将来に残るものに支出される経費

補助費等 各種団体等に対する助成金や負担金など

繰出金 一般会計と特別会計などの会計間で支出される経費

積立金 財政運営を計画的におこなうため、備えとして積立てる経費

維持補修費 公共用施設等を補修するなどし、その効用を維持するための経費

投資及び出資金 （熊取町では）水道事業への出資にかかる経費

❺歳出（支出）は？【性質別①】

歳出「性質別」とはどんな性質の予算をどれくらい使ったかということだよ。

用語の解説

５

173億2,992万2千円

義務的経費
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【扶助費】
●子育て世帯臨時特別給付金給付事業などの実施により10億9,600万円増加

【人件費】
●退職手当の増加などにより約2億9,400万円増加

【公債費】
●償還終了や据置期間の設定により約4,300万円減少

【投資的経費】
●西保育所大規模修繕、老人憩の家耐震補強工事、熊取駅西整備などにより

約7,400万円増加
【補助費等】
●特別定額給付金事業の皆減などにより約44億1,500万円減少

【積立金】
●ふるさと応援寄附金の増加により約2億6,800万円増加

歳出（支出）は？【性質別②】

少子高齢化に伴い高齢者、障がい者に対する扶助費が増加していることに加え、子

育て支援に係る経費（保育所や子ども医療費助成など）も増加しています。

さらに、公共施設の老朽化や耐震化の対策が必要になってきますが、これらの経費は

今後さらに増加していくことも想定され、厳しい財政運営が続きそうです。

10年前と比べ、扶助費が大きく増加していることがわかります。
義務的経費が増えてくると自由に使えるお金が少なくなってしまいます。

令和３年度の歳出総額は、昨年と比べて約23億円減少したんだよね！？
なんでなんだろう？詳しくみてみよう！
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主な増減要因

POINT

義務的経費の推移
（百万円）
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❻令和３年度に実施した事業

【その他令和３年度に実施した事業】

●熊取駅西整備 【6億4,100万円】

●町立東小学校大規模改造工事（管理棟） 【1億2,900万円】

●さくらこども園施設整備補助金 【9,800万円】

●熊取北・南中学校トイレ洋式化改修工事 【7,200万円】

●果樹農園支援事業補助金 【2,500万円】 など
7

令和３年度に整備した施設などの写真だよ！このほかにも、たくさんの投資的事業（建設事業）を実施したよ！

老人憩の家耐震補強工事 ２億3,100万円 八幡池青少年広場トイレ工事 2,600万円公園施設更新工事 6,100万円

西保育所大規模改修工事 １億2,200万円

地区公民館に併設されていない19施設すべて
耐震補強工事や改修工事を実施しました。

八幡池青少年広場のトイレの新設工事を実施しました。

西保育所の長寿命化に係る改修工事が完了しました。

（金額は、令和３年度決算額であるため総事業費と異なる場合があります。）

長池オアシス公園の施設更新を行いました。



2,434 2,733 2,964 3,146 3,530 
4,129 4,529 4,943 5,242 5,459 5,590 5,576 5,593 5,649 5,614 5,539 5,662 

8,351 7,476 6,995 6,298 5,826 
5,259 4,599 4,033 3,463 3,178 3,300 3,087 2,990 2,948 3,229 3,636 3,912 

10,785 
10,209 9,959 
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8,705 8,637 8,890 8,663 8,583 8,597 8,843 

9,175 
9,574 

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

臨時財政対策債 その他 町債残高（合計）
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ひまわりドーム建設による町債は
H28に返済終了しました！

❼借金（町債）は？

一般会計における熊取町の町債残高（借金）
は、令和３年度末時点で約96億円あります。

臨時財政対策債（臨財債）以外の町債は、主
に公共施設の建設のために発行したもので、過去
に図書館やひまわりドーム、ふれあいセンターなどの
建設で発行した町債の返済（償還）が進んでい
ることから、減少傾向にありましたが、前年度に引
き続き、投資的事業の増加などにより約４億円
増加しました。
一方で、臨時財政対策債の残高は、全体の
約６割を占めています。

臨時財政対策債（臨財債）
国が地方交付税を交付するにあたり、財源が不足
した場合に、その代わりとして地方自治体に地方債
を発行（借入）させる制度です。

臨時財政対策債の返済に必要なお金は、後年度
に国から全額地方交付税で措置されますので、地
方交付税の代わりとなるお金といえます。

用語の解説

POINT

8

臨時財政対策債以外の町債は、公共施設（道路、庁舎等）の建設などに使われているよ。

（百万円）

図書館建設による町債は
H26に返済終了しました！
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ふれあいセンター建設による町債は
R１に返済終了しました！
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町債残高【一般会計】



借金（町債）って必要なの？

施設の多くは長期間にわたって何世代もの人が利用します。例えば、図書館を建設すると少なくともこの先20年は利用されます。

このことは、図書館を建設した効果が20年間持続しているとも言えます。

もし、地方債（町債）を活用しなかったら、建設した年度の住民が納めた税金だけで建設費用をまかなうこととなり、その年度の住民の負担が

大きくなります。また、10年後や20年後の住民は、図書館を利用するだけで全く負担しないことになるので、世代間で不公平が生じます。

さらに、図書館の建設には多額の費用がかかります。しかし、税金など地方債以外の収入は、その年度に建設があるからといって増えるわけで

はないので、収入と支出のバランスがとれなくなってしまいますし、限られた収入の中では、他の事業を圧迫する恐れがあります。

そこで、地方債（町債）を活用すると、借り入れた資金を長期間にわたって返済することができるため、結果的に建設費用を各世代で分担す

ることになります。建設した年度の住民だけでなく、この先、図書館を利用する住民も、返済する＝建設費用を負担することになり、利用と負担

のバランスをとることができます。

将来の住民現在

負担なし

現在 将来の住民

負担
負担

負担

負担

負担負担負担

地方債
の活用

長期間にわたって返済＝各世代で分担負担が大きい

将来にわたって負担を分担するため、
その年度の収入と支出のバランスをとるためなんだね

赤字をうめるためではないんだね
住宅ローンのようなものかな！？

9
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財政調整基金 減債基金

その他特定目的基金 基金残高（合計）

（百万円）

20

90

❽貯金（基金）は？

財政調整基金（S48.2.22設置）10億722万1千円
年度間の財源の不均衡を調整し、計画的な財政運営を行うための基金

減債基金（H元.9.29設置）7億9,376万9千円
町債の償還に備えて積立てる基金

公共施設整備基金（S48.2.22設置）14億1,614万2千円
公共施設整備事業を円滑かつ効率的におこなうための基金

地域福祉基金（H3.3.9設置）1,607万円
高齢者等の保健福祉の増進を図るための基金

くまとりふるさと応援基金（H22.10.14設置）33億2,437万5千円
定住魅力のあるまちづくりを推進するための基金

産業活性化基金（H26.4.1設置）6,705万1千円
地域産業の活性化をはかるための基金

財政調整基金基金残高

10

80

70

60

50

30

10

0

その他特定目的基金

減債基金

（億円）

くまとりふるさと応援基金が約33億円増加

くまとり防災基金（H31.3.29設置）10億85万5千円
災害発生時に応急対策及び復旧をはかるための基金

※令和３年度末時点の残高

森林環境譲与税基金（R3.3.31設置）713万5千円
森林の整備やその促進に関する施策をおこなうための基金

40



❾他団体との比較【歳入】

町税について、個人住民税は府内でも中ほどに位置してい

ますが、固定資産税および法人住民税が比較的下位で位置

し、全体として税基盤が弱いため、他団体を下回っています。

また今後、生産年齢人口の更なる減少により、町税の大幅

な増加は見込めない状況です。

令和３年度については、新型コロナウイルス対策関連の国

庫支出金が大幅に減少したことで、住民一人当たりの歳入が

大きく減少しました。基金からの繰入れに依存することなく、町

税などの自主財源の確保に努めていくことが大切です。 11

（万円）
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熊取町
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府内町村

泉南地域

類似団体

(R2)

一人当たり歳入の比較(R3)

地方税 寄付金 繰入金

その他の収入 地方交付税 地方譲与税・各種交付金

国・府支出金 地方債
※類似団体についてはR２

熊取町

０ 10 20 30 40 50 60

0
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H29 H30 R1 R2 R3

一人当たり歳入の推移（全体）

府内市町村 府内町村 泉南地域 類似団体 熊取町

（万円）

※類似団体についてはR２まで

人口や産業構造で全国市
町村を３５グループに分けた
ものを「市町村類型」といい、
同じグループに属する市町村
を「類似団体」と呼びます。



他団体との比較【歳出】

一人当たり歳出の比較では、歳入と同じく新型コロナウイ

ルス対策関連経費が大幅に減少したことにより、それに伴う

補助費等が大きく減少しました。

また、熊取町では、ごみ処理などの事業を直営で行ってお

り、その人件費及び施設の運営経費や維持補修費が類似

団体と比較して高くなる傾向にありますが、令和３年度から

し尿処理事務の広域化を実施するなど、ごみ処理事務につ

いても広域化に向けて今後協議していきます。

12
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一人当たり歳出の比較(R3)

人件費 扶助費 公債費 投資的経費 物件費

補助費等 積立金 繰出金 その他

（万円）

※類似団体についてはR２
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他団体との比較【地方債・基金】

地方債残高については、財政措置のあるものに限って借入れをおこなうなど借

入れを抑制してきたことで、他団体と比較して、大幅に下回っている状況が続いて
います。
今後は公共施設の老朽化対策などにより、借入額の増加が見込まれますが、

実施事業の規模などを十分に確認し、借入れの抑制に努め、将来世代に過度な
負担を残さない財政運営をおこなっていきます。

基金残高については、平成30年度における、ふるさと応援寄附金の積立て

により、府内市町村と比較して、大幅に上回っています。
しかしながら、施設の老朽化による更新経費や少子高齢化に伴う扶助費な

どが今後も増加していくことが予測されるため、基金繰入れに頼ることなく、基
金を減少させないように努めていくことが重要です。

13Ｃheck!! Ｃheck!!
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（万円）



❿財政状況は大丈夫？

●令和３年度においては、扶助費や人件費などの増加はありましたが、普通交付税や各種税交付金が増加したことなどにより、財政調整基金

や公共施設整備基金から繰り入れることなく、黒字決算となりました。

●令和３年度末における町債残高は約９６億円ありますが、そのうち元利償還金が後年度の地方交付税に算入される臨時財政対策債が

約５７億円となっています。また、基金残高も約７６億円あることから、当面の財政運営については支障はないと考えています。

●しかしながら、近年は基金の繰入により実質収支の黒字を維持している状況であり、今後は少子高齢化や公共施設の老朽化の進行に伴

い、歳入・歳出の両面で厳しい環境になっていくことが想定されることから、継続して行財政改革を進めていく必要があります。

経常収支比率ってなに？経常収支比率（平均値）の比較

令和３年度は前年度に比べて4.3ポイント良化（88.9％）

これは、分母となる地方消費税交付金や普通交付税などが増

加したためです。しかし、分子となる経常経費についても増加して

おり、今後も引き続き経費削減に努めていかなければなりませ

ん。

地方公共団体の財政の弾力性を判断するための指標です。
地方税、普通交付税などを中心とする経常的に収入される
一般財源（経常一般財源）が人件費、扶助費、公債費等
の毎年経常的に支出される経費（経常経費）にどのくらい充
てられているか示しています。

この比率が高いほど、道路整備などの投資的事業や新しい施
策を実施する余力がなくなることを意味します。
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⓫第３行財政構造改革プラン【目標】

10億2,000万円
28.2%

6億5,676万4千円
18.2%

6億1,586万円
17.0%

2億8,384万2千円
7.8%

1億6,000万円
4.4%

ふるさと納税の推進

投資的事業の抑制

職員数の削減

公債費の抑制

36億1,589万6千円

町税の徴収率向上

非常勤職員の削減

し尿処理広域化の検討

3億210万2千円
8.5%

1億815万2千円
3.0%

1億3,400万円
3.7%

1億8,230万円
5.0%

各基金の有効活用

指定ゴミ袋の見直し

1億5,287万6千円
4.2%

その他 町では、近年の少子高齢化の進行や人口減少社会に対応した、持
続可能かつ、身の丈に合った行財政運営を実現していくことを目指し、
「行政改革審議会」での慎重な審議や、その素案に対する住民のみな
さんからの意見募集を経て、平成２９年１２月に「第３次行財政構
造改革プラン（以下「３次プラン」という。）」を、平成３０年３月に
「アクションプログラム」を策定しました。

平成３０年度から令和４年度までを計画期間として、「３次プラン」及
び「アクションプログラム」に基づき、その改革項目に着実に取り組んでいる
ところです。

※「３次プラン」及び「アクションプログラム」は、町ホームページ等でご覧い
ただけます。

15

総目標効果額 （平成30年度～令和4年度）

⇒「第３次行財政構造改革プラン」及び「アクションプログラム」HPはこちら

３次プランの計画期間が、令和４年度末で終了することから、行財政
改革を不断の取組とするため、令和４年度中に「第４次行財政構造
改革プラン」を策定し、令和５年度からも引き続き行財政改革に取り組
むこととしています。

https://www.town.kumatori.lg.jp/gyosei_joho/gyozaisei/gyozaiseikaikaku/5024.html


第３次行財政構造改革プラン【実績】

■各改革項目の取り組みによる効果額 ※特定財源を除いた一般財源ベース

■実績効果額が500万円以上の取り組みとその効果額

令和３年度は、一定の効果額はあがっているものの、投資的事業の増加やコロナ禍の影響などにより目標には届きませんでした。

年　　度 目標効果額　(A) 実績効果額　(B) 目標額と実績額との差額　(B)－(A)

令和３年度 644,390 452,996 △ 191,394

目標効果額 実績効果額

－ △ 17,025

△ 22,723 △ 179,825

ー 20,000

48,460 △ 209,631

40,910 101,245

204,000 402,489

61,863 87,336

144,098 163,935

80,000 59,243

改革項目

ふるさと納税の推進

基幹系システムにおけるクラウドの導入等

投資的事業の抑制

資本費平準化債の増額発行【公営企業会計】

生産性向上による超過勤務の抑制

し尿処理の広域化の検討

公債費の抑制

5,580 5,591

職員数の削減

町税、保険料等の徴収率向上（町税）

業務の見直しによる非正規職員の削減

16

（単位：千円）

（単位：千円）



⓬公共施設等の老朽化対策

普通会計の対象となる公共施設と道路・橋梁について、今後も同規模に維持し続けるものとして、中長期的に必要な更新等の概算費用を算出

すると、今後40年間の費用総額として最低でも約562億円、年間あたりの費用で見ると、約14.1億円の費用が見込まれます。これに対して、過去

10年間の投資的経費の平均を見ると年間約10.6億円であり、投資的経費を全て更新等の費用に充当すると仮定した場合、公共施設等の更新

等に必要な費用については、約3.5億円超過することとなります。
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インフラ更新等（道路） インフラ更新等（橋梁） 公共施設大規模改修 築31年以上50年未満の公共施設の大規模改修 公共施設建替え

公共施設＋道路・橋梁
年間当り費用：約１４．１億円

（公共施設：約11.0億円／道路・橋梁：約3.1億円）

過去10年の投資的経費平均：約10.6億円/年
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0

25

今後40年間で見込まれる更新等費用：約14.1億円/年

（年度）

これまでの投資的経費の水準を上回る規模の財政支出が見込まれる中、人口動向や財政状況

等を踏まえつつ、更新や改修等の対象とすべき施設の取捨選択の検討を進めるなど、「量」と「質」の
両面から公共施設等の最適化を進めていく必要があります。

公共施設+道路・橋りょう

「熊取町公共施設等総合管理計画」を
策定し、公共施設等の老朽化対策に
取組んでいるよ！

持続可能な財政運営に向けた対応 17
⇒「熊取町公共施設等総合管理計画」HPはこちら

https://www.town.kumatori.lg.jp/gyosei_joho/seisaku_keikaku/sogokeikaku/5980.html


⓭これからどうなっていくんだろう？【収支見通し①】

18

■収支見通し（10年間）

※収支が均衡するよう、不足分については貯金を取崩し（繰入）しています。

※

これからいろんな課題が重なって、貯金を崩さないと赤字になってしまうよ
収入の増加も見込めないし、貯金を大事に使わないといけないね！

💦

（単位：百万円）

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

町税 4,164 4,145 4,117 4,097 4,073 4,041 4,017 3,993 3,961 3,929

地方交付税（臨財債含む） 3,572 3,572 3,572 3,572 3,572 3,572 3,572 3,572 3,572 3,572

繰入金（基金取崩し） 22 0 214 174 585 520 771 720 836 695

その他 7,340 8,424 7,794 7,785 8,961 9,044 9,145 9,232 8,010 8,100

15,098 16,141 15,697 15,628 17,191 17,177 17,505 17,517 16,379 16,296

人件費 3,074 2,896 3,094 2,896 3,074 2,896 3,054 2,896 3,094 2,896

扶助費 3,216 3,470 3,980 3,980 3,980 3,980 3,980 3,980 3,980 3,980

公債費 868 927 1,004 986 965 955 945 934 909 853

投資的経費 2,070 2,776 1,402 1,402 2,634 2,634 2,634 2,634 1,139 1,139

その他 5,870 5,984 6,217 6,364 6,538 6,712 6,892 7,073 7,257 7,428

15,098 16,053 15,697 15,628 17,191 17,177 17,505 17,517 16,379 16,296

0 88 0 0 0 0 0 0 0 0

区分

収入合計（A）

支出合計（B）

収支（A）－（B）

収入

支出



①人口減少等により町税が減少する見込み

これからどうなっていくんだろう？【収支見通し②（課題）】

②貯金の取崩し（繰入金）なしでは赤字になってしまう

③少子高齢化が進むことで扶助費は高水準のまま推移

④公共施設の老朽化対策などにより投資的経費が増加する見込み

■収支見通しから見える課題

●少子高齢化や人口減少を前提として、将来のまちづくりを見据えながら、恒常的な基金繰入れに依存しない、収支が均衡した財政構造を

再構築する必要があります。

●依存財源の多寡による影響を極力抑えた、自立的な財政運営を目指します。

●事業の「選択と集中」を徹底するとともに、限られた財源を有効活用します。

■中長期的な取組方針
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●持続可能な行財政運営を実現するため、「第３次行財政構造改革プラン」により、事業の見直しや事務の改善、維持管理
経費の削減、広域行政の推進などの各改革項目に着実に取り組んでいます。

●大規模災害への迅速かつ機動的な対応を可能とするため、令和元年度に「くまとりふるさと応援基金」10億円を原資とする
「くまとり防災基金」を創設しました。

このように熊取町は様々な課題を抱えています。そこで住民の皆さまにも次のようにご協力をお願いします。
●食品ロスの削減やリサイクルの活用などによる、ごみの削減にご協力をお願いします。
●災害に備えて、家の安全対策や災害時にどのように行動したらよいのかの確認、水や食料などの備蓄を進めていただきますよう
お願いします。

●町税や国民健康保険料等の納期内納付をお願いします。

⓮課題と取り組み（まとめ）

●今後、歳入面では、少子高齢化、人口減少社会の到来などにより、町税の増加が見込めない状況です。
●歳出面では、扶助費をはじめとする社会保障関連経費が、今後も高水準で推移することが予測されます。
●また、大型建設事業や公共施設の老朽化対策などにより、投資的経費は増加する見込みです。

■課 題

■取り組み

■住民の皆さまへ

ご協力よろしくお願いします！
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